
佐野市文化遺産活用事業
【計画の改善時期】

平成   年度

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

33 年度

地域文化財総合活用推進事業 実施計画

栃木県佐野市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係わる全体の企画・調整や補助事業に関する指導等は以下の担当課が行う。
産業文化部文化立市推進課：補助事業と観光をはじめとする各種関連事業に係わる調整・連携等
教育総務部文化財課 ：補助事業における指定文化財等の取扱等に関する指導・調整等

また、補助事業は以下の団体（平成31年3月設立）が実施する。補助事業に関する書類及び成果物等は実
行委員会事務局が管理することとし、実施期間終了後は佐野市に継承する。
佐野市文化遺産を活用したまちづくり実行委員会（実行委員長：岡部正英 佐野市長）
構成団体（佐野市、佐野市教育委員会、佐野市文化財保護審議会、佐野市文化協会、佐野商工会議

所、（一社）佐野市観光協会、天命鋳物伝承保存会、佐野市伝統工芸振興協議会）
各年度の事業終了後は実行委員会構成団体及び産業文化部文化立市推進課、教育総務部文化財課等で構
成する事業評価会議において、事業の実施報告及び成果の評価を行う。具体的には年度内にも事業評価
会議を開催し、評価を次年度の佐野市文化遺産活用事業計画に反映する。

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

第2次佐野市総合計画「基本構想・前期基本計画」（平成30年3月策定）を踏まえ、歴史・文化資源の保
存と継承とともに、文化芸術活動を推進し、歴史・文化を守り育てるまちづくりを推進するため以下の
取り組みを実施する。また、実施計画期間中は、以下の取り組みを通して地域全体で有形の文化財や地
域に古くから伝わる無形の文化財等に対する理解を促進させ、保存、活用等の体制づくりを目指す。

※第2次佐野市総合計画 基本構想・前期基本計画はＵＲＬ
（http://www.city.sano.lg.jp/gyousei/project/sougou/kihonkousou02/index.html）を参照。

地域文化遺産活性化

平成 31 年度 ～ 平成

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

市民の文化遺産への理解促進が向上し、文化財の適切な保存・次世代への確実な継承が想定される。ま
た、郷土の歴史や文化への関心を醸成することで行政、保存団体、地域等が一体となった地域の活性化
が期待できる。さらに同計画の実施により、佐野市総合計画の2021年度、市の観光入込客数1,000万人の
目標達成にも寄与することが期待される。

同実施計画の推進によって、地域に残された文化遺産を適切に保存し継承するとともに、文化遺産を活
用した地域活性化に対する意識啓発を図りながら、事業の実績を評価しつつ、「文化財保存活用計画」
や「歴史文化基本構想」等の策定に向けた検討を進める。

地方公共団体
担当部局課

佐野市産業文化部文化立市推進課

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成30年度交付決定額： 千円 平成31年度申請額： 1,913 千円

様式１－１



18,700 人平成 33 年度目標値１： ⇒【現状値】 平成 30 年度 【目標値】17,200 人

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の文化遺産関係資料館、博物館等の年間入館者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 郷土博物館の来場者数 関連事業:
文化資源を活用したまちづ

くりシンポジウム

平成29年度の来館者数伸び率2％を参考に

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成

設定根拠１：

年度

人 人 人 人 人 人

目標区分２： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分２： 地域に誇りを感じる住民の割合 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 市民の天明鋳物の認知割合 関連事業:
文化資源を活用したまちづ

くりシンポジウム

平成 33 年度 80 ％

設定根拠２：
平成28年度の認知割合は76％。過去5年間で約5ポイントアップしたため、同ポイントを
設定

進捗状況２： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 30 年度 77 ％ ⇒ 【目標値】

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

％ ％％ ％ ％ ％

様式１－１別紙①



 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 文化資源を活用したまちづくりシンポジウム 実施団体： 佐野市文化遺産を活用したまちづくり実行委員会

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 市民の天明鋳物の認知割合

目標値：

～ 令和 3 年度

事業概要：

文化資源を生かしたまちづくりの基調講演と文化財の中でも千年の歴史を持つ「天明鋳
物」に焦点を当てたパネルディスカッション等を開催し、市民、県民に茶の湯釜で一世
を風靡した天明鋳物の歴史や技術について理解を深めてもらうとともに、今後の伝承と
普及について共に考える機会とする。さらに、地域に伝わる伝統芸能の披露やワーク
ショップなど、佐野市の多彩な文化を紹介する。

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 31 年度

【現状値】 平成 30 年度 77 ％ 【目標値】 平成

％％ ％ ％％ ％

33 年度 80 ％

年度 平成 年度年度 平成 年度 平成

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

⇒

様式１－１別紙②


